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おもな内容 : <>観光キャンページと特別展 山形県立博物館 <>新しい展示 ステゴドン象化石の展示東京都

高尾自然科学博物館 く〉特別展「愛知県の天然記念物展J を開催して 鳳来寺山自然科学博物館

く〉特別展「テレコムパーク '82一一 IN S への道一一J ~気通信科学館 く〉東海地震への対策

東海大学海洋科学博物館 く〉全科協北から南から 博物館職員講習に参加して 岐阜県博物館

富田保男 く〉会員館園の紹介和歌山県立自然博物館

【特別展】

観光キャンペーンと特別展

山形県立博物館

当館の本年度の大きな事業の一つ，特別企画展「紅花 「紅花」が採用された意味の理解をはかり，キヤ ジペー

のすべて展ー紅花と最上川一」を好評裡に終了すること ンの中枢的役割を果たすように努めた乙 と，そして紅花

ができた。 乙の特別展は山形県観光キャンベーン推進協 のすべてが一目で分かるようにつとめるなど，単に興味

議会の協賛を得て，県民総参加の「紅花の山形路」大キ 本位の展示にとどまらず， 県外客はもちろん県内客にも，

ヤジペー ン IC参加したもので， 紅花をはじめ， その輸送 一過性でない，心に残る展示に努めることにあった。

lζ大きな役割を果たした最上川舟運lζ係わる資料を含む 以上のような観点から，次の 5 つのテーマを設定し

「紅花のすべて」を紹介する乙とを目的として， 6 月 1 た。

日から 8 月 10 日までの長期にわたって開催した。

去年 3 月 ， 国鉄本社と地元との共同事業で，観光客の

誘致をはかる国鉄の重点販売地域として山形県が指定さ

れると，山形県観光キャンベー ン推進協議会が設置さ

れ， 本年 5 月 - 8 月の指定期聞に向けてその事業計画の

(1) 山形K映える紅花

(2) 紅花の道

。)紅花ロマ ン

(4) 紅花はいま

(5) 紅花あれ乙れ

策定が行われた。 9 月に入ってから同協議会から本館に (1)では ， 全国紅花生産額の過半を占めて「最上紅花」

「本県の観光イメ ージ定着を図るためJ IC í県の花であ ともてはやされた，江戸時代の山形の紅花生産と取引き

る 『紅花』 と紅花を取りまく歴史とロマンを織りまぜた について， 扉風や絵巻 ・ 古文書 ・ 商用具等で表現して山

総合展示として， 広く本県と紅花のかかわりの深さを周 形の経済をささえた紅花の理解をはかり ， (2)では ， ほと

知させるとともに，観光客の増大と結びっくよう J 1<:: 

「紅花のすべて展」の特別展示の開催要請があ った。

早速学芸員会議を開いて検討 した結果， 紅花をアーマ

とした特別展企画の必要性を感じていたとともあり ， 積

極的 1<::参加すべきであるとの結論に達した。 その後， 人

文部門担当の学芸員を中心κ展示内容の検討と資料の所

在調査に着手する一方，県観光キャンペー ン推進協議会

の事務局である県観光物産課との連絡会議をもつなどし

て意志疎通をはかりながら，展示テーマ策定を進めた。

ζ の際留意した乙とは， 山形の歴史上で紅花の果たし

てきた役割を解明する乙とによってキャッデフレーズに
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んど京K送られた紅花の輸送について， 絵巻 ・ 古文書や

最上川舟運関係資料を中心に理解を図った。 (3)では ， 今

日なおあざやかな色彩をととめている古い紅花染衣裳や

紅花にまつわるエピソー ドを. (4)では ， 一時絶滅した紅

花生産を戦後復活し， さらに紅花染復活に寄せられた労

苦を取り上げ. (5)では現在さかんに生産されている紅花

染や紅花を利用 ・ 応用した食品 ・ 工芸品などを展示し

て， 紅花の県民生活への定着の程をうかがった。

展示資料は県内各地から提供をあおぎ， 総数50点を越

えたが， 扉風や絵巻， 紅花染衣裳などの一部資料は， そ

の性質上原則として 2 週間交代で展示替えをして資料の

損傷の防止に努めた。なお. í紅花あれζ れ」のテーマ

で展示した紅花染や食品 ・ 工芸品は市中 l乙出まわってい

る現代の製品で，従来， 本館の展示にはほとんど取り上

げられなかったものであるが， 観光キャンページ参加の

特別展というととからテーマ作りしたもので， 新しい試

みであった。

キャシページのキャッチフレーズの理解と多数の県外

客が観覧したほか， 県の花』ζ指定されている「紅花」の

理解を深めようと県内客も多数に上った。紅花の歴史に

主眼を置く人， 紅花を利用 ・ 応用した菓子や工芸品iζ注

目する人，紅花染lζ 白をかがやかす人， 講演会， 実演会

【新しい展示】

や映写会iζ参加する人などなど，年齢 ・ 性別 ・ 職業等に

より ， その観覧の主眼に違いは見られるが，多数の観覧

者から好評を得ることができた。

資料上の制約などもあり ， 特別展の期間をキャンペー

ン期間と一致させる乙とができなかったのは残念であっ

た。 しかし， 乙のような外部からの企画と結んだのは初

の試みであるが， 乙うした形でニーズに応えることは，

博物館の特別展の一つの方向と考えられる。 いずれにし

ても，特別企画展「紅花のすべて展」は短期間で開催ま

でi品iぎつけたものであったが，当初の目的は達成したと

いえよう。(金山耕三)

ステゴドン象化石の展示

1978年の秋，東京都西部の五日市町でステゴドンの化

石骨が見つかった。ある新聞紙上には， ‘幻の化石象'

発摘という見出しで一面 トッ プに載せられるほどであっ

た。 その後， 地元の高校教師を中心とした調査団の手で

発掘，挫理，研究が行なわれ， 乙の象化石が約 200 万年

前のスデゴ ド シ ・ ポジピフロンスであると推定された。

東京都高尾自然科学博物館では， 調査団から化石骨の

勢託を受ける協定を結び， 資料室の一部を改修して，

1980年から化石を保管するととになった。そして， とり

日本最大級の化石象
ステゴドンポンピフロンス

司q，i ・ヒ， 芯 fdH 

J .... ' .rl : 、~. ' 
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ステゴドン象の化石骨

東京都高尾自然科学博物館

あえず整理の終わったものについて， レプリカを製作

し，との春から常設展示室で一般公開していると乙ろで

ある。

今回の展示は. í日本最大級の化石象」という題で，発

掘された象化石(レプリカ)の一部とともに，東京のお

いたちと象の進化の年表なと‘をパ1、ノν として展示した。

当初， ステゴドシ象の全身骨格を復元し展示するとい

う案もあったが， 発掘された骨の多くが工事のために小

さな破片となっていたり，失われたりして骨の接合が困

難なこと ， ステゴドン ・ ポシビフロンスの骨格資料が日

本にないζ となどの理由から，現時点では全身復元は無

理というととになった。

そのため， 今回は整理 し， 接合された，臼歯 ・ 牙 ・ 舌

骨 ・ 環椎 ・ 上腕骨 ・ 尺骨 ・ 腔骨 ・ 肋骨のレプリカを製作

し， 展示した。合わせて，同じ地層から見つかった鹿の

角の化石も展示しである 。

背の高さ約 4 mと推定される象だけに，一部の骨であ

っても ， それぞれが大きく，子供たちに人気がある。

なお，ステゴドン象化石のすぐ後で当館へ収蔵された

日本橋浜町発掘のナクマン象化石が現在整理作業中にあ

り，数年後に復元展示する計画である 。 (新井二郎)
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【特別展】 特別展 「愛知県の天然記念物展」 を開催して a

天然記念物とは何か。文化財保護法(昭和25年 5 月 30

日 ・ 法律第214号〕は， I乙の法律は ， 文化財を保存し，

且つ， その活用を図り，もって国民の文化的向上を資す

る とともに，世界文化の進歩に貢献する ζ とを目的とす

る」と第 1 条で明記している 。 天然記念物が同法IC適用

さ れてい る ことは当然である 。

それでは全国各地IC，広域K所在分布する天然記念物

を理想的に保護と活用は行われているであろうか ? '"疑

問に思うととがある 。 なぜなら国土開発と生態系の変化

の中で天然記念物の保存活用を推進していく乙とは容易

なととではないことが推察できるからである 。 故に行政

と地域の住民が積極的に天然記念物の保護と保全に対応

していかなかっ た ら，絶滅への運命を導くであろう 。

当館では こ のこと の重要性を認識して，夏の特別展 lζ

「愛知県の天然記念物」 のテーマを選択した。 以下その

あらま しを紹介 してみよう 。

愛知県の天然記念物はどこに何があるか

当館学術委員会 (動物部門 4 名，植物部門 4 名，地学

部門 6 名，その他 4 名)で調査班を編成し， 県内の天然

記念物を巡回調査 して現状を確認した

愛知県の天然記念物の数

分 類 | 国指定 | 県指定
動 物 2 

植 物 53 

地質 鉱 物 4 

天 然保護域 3 

計 26 I 59 

風来寺山自然科学博物館

学術委員の展示 作 業

見学者状況

あげるととができた。

天然記念物をどのように理解させたか

展示方法として， 愛知県全図(大型)に県下の天然記

念物の種類と所在地を記した。 ど乙の市町村のどのあた

との調査記録事項を基礎資料として展示解説パネノレを りにいったら何が観察できるか，観察地点を解説案内 し

作成した。 た。幸い博物館の周辺に ， 国指定の天然記念物， 鳳来寺

見学者をどのようにして集めたか 山， 馬の背岩，乳岩， 阿寺の七滝，黄柳の自生地があ

愛知県の天然記念物展と，例えば他で行われた，日本 る 。 また県指定のムカデランの自生地， ネズノ樹がある

列島 5 億年のあゆみ展，日本最古の化石展を一般の方が ので，特別展示を見てから ， 現地の天然記念物を調べた

比較したらどちらを選ぶであろうか? 解答は言うまで り ，観察することをすすめた。 鳳来寺山の周辺だけで

もない。 どうした ら見学にきてくれるだろうか。 悩みの も， 1 日間だけで全部の天然記念物を観察する ζ とは図

種であった。 難であろう 。

大人用パ ン フ レットを10 ， 000部，小人用パンフレット どの見学者にも次のような乙とを話した。 I 乙の天然

を 7 ， 000 部作成して配布した。 配布先は鳳来町小中学生 記念物を一度失 っ てしまえば ， 再び、っくりだすことは困

と教師全員， 鳳来寺高校生と教師全員， 県内， 西遠， 南 難である 。 今現在ある天然記念物は昔の人が守ってきた

信地方の教育関係機関に発送して来館を呼びかけた。 ものである 。 現代人が守っていけないはずがない。 後世

夏休みに入 っ て，町内放送(有線)，広報紙， 各社の新 にな っ てい くら金をかけても ， 失ったものは帰ってこな

聞，テレビ， ラ ジオ放送の支援を得て，特別展の PR に い 。 みんなで守っ てい 乙うー 」 と 。 (松井保)

つと めた 。 その結果，お蔭で13， 233人の見学者の実績を
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特別展 「テレコムパーゲ82- 1 N Sへの道一」
電気通信科学館

当科学館では乙れまで年 3 回の割合で特別展を開催し INS の特長

てきたが，乙れらはどれも電気通信の分野における新し (1) ひとつのディジタノレネットワークで，より安く，

い技術を先取りして， 子供や大人の方々に出来るかぎ り より便利で，より豊富な電気通信サービスを提供するこ

広く早く知ってもらおうとすすめてきたものである 。 とができる。

本年は乙れまでの方針を一部修正して年 2 回の特別展 (2) 質の高い情報を大量に高速で伝送でき，多彩な端

とし，その代わり第 l 回目はロングラシ特別展 ( 7 月 25 末機を接続できる 。

日 ~11月 3 日〉を計画して，電電公社が提唱している21 (3) ビディオ端末とファクシミリ 端末による相互の返

世紀の高度化社会を支える助けとなる高度情報通信シス 信など異種間通信も容易にできる 。

テム( 1 N S : Imformation Network System) につ (4) 通話料など，あらゆるサービスの料金を情報量

いて現在の各種通信メディア及び新しいメディアを使つ (情報量=伝送速度(ビット /秒) x 伝送時間(秒))に

てその展示を試みたものである 。 応じて統ーでき，このためほぼ均ーの料金で利用できる

INS とは何か ようになる 。

1 N S (高度情報通信システム)は電話， ブァクシミ INS ネットワークとサービス

リ，データ通信，映像通信をひとつのヰ、ットワーク(利 ネッ ト ワ ー クのディジタノレ化により ， コシビュータを

用者にとっては， ζ れまでの一対の銅線のかわりに一本 はじめ各種情報機器との接続が有機的になり，時間と空

の光フ ァ イパーを加入者宅まで引き込むこと〕に統合し 間(距離〕を縮める多彩なサービスが可能になる 。

た電気通信システムである 。 例えば，家庭にいながら通信処理センタ ーを介して行

ζ の I NS を実現するため，即ち大量の情報を同時に 政サービス ， 医療情報サービ ス，映像サー ビス，各種予

効率よく伝送するためディジタノレ交換機， 光ファイパー 約サービスが受けられ，テレビショッピングやファクシ

ケーブノレ，通信衛星などでディジタノレネッ 「 ワ ー クを構 ミリ新聞，アレコシトローノレを行う乙ともできる 。 会社

成する必要がある 。 等においては，情報処理サービス，各種データサ ー ピ

図 u乙示すように， 従来のヰ、ットワーク(アナログシ ス，株価情報サービス ， 企業診断サービス，企業内情報

ステム中心〕では伝送する情報量に制限があり，サービ サービスなどのほか，離れた数カ所の人が会議を行うと

スはそれぞれのネッ 「 ワ ー ク限りで構成されている 。 いうテレビ会議も夢ではなくなって く る 。

主な展示内容

最初にも述べたように，西暦2000年を目途に進められ

ている I NS に関連する各種の新しい端末機器及び装置

がすでに完成しているわけではないので，既設のアナロ

グ ・ ディジタノレ技術を複合的にとり入れ，それが子供た

ち， 大人を含めて理解されやすく，又見て触れて楽しく

参加できるよ うにと企画した。
図 1 従来のネット ワ ー ク(アナグロ システム中心)

これに比較して図 2 は . 1 NS のヰ、 ットワーク，即ち

ディジタノレ化されたネットワ ー ク であ り ，伝送する情報

量が大きいから. 1 本の電話線で多彩な端末機が接続で

き， しかも同時に利用できることとなる 。

⑮
-
wぬ
骨
骨
骨

図 2 INS のネッ「ワーク(ディジタノレシステム)

(1) ディジタノレ交換

テレビ画面に文字や絵を描き，他の画面へ伝送した

り，その画面のコピーをフ ァクシミリで伝送できる 。

(2) ')モートカメラ ・ コ ン ト ロナノレ

プッ シュホ ンを使って，テレビカメラを自由にコン ト

ロ ーノレし，東京駅や高速道路の状況を見ることがで= きる。

(3) テレコムシアタ ー 「田辺ー鶴200 X年の世界」

INS を田辺ー鶴氏のキャラクターを生かしたス「ー

リーで構成されたスラ イドで上映。

ω) テレビ電話システム

光ファイパーを使ってテレビ画面と音声を同時に両方

向に伝送する最新のカラ ーのテレビ電話。
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(5) スケッチホン

音声と手書きの文字や図形の同時伝送ができ るもの

で，例えば電話で地理を伝えながら手もとの描画パッド

に地図などを蓄くと，自分と相手のユクッチホンのプラ

クン管上lζ再現できる。

(6) 電子郵便

漢字プリンタで打ち出されたお父さんお母さんへのメ

ッセージと， コンビュータで捕かれた自分の顔が入った

手紙を作るととができる。

(7) レーヂアニメーショジ

動物のアニメ ーションや文字などがコンビュ ータにコ

ントローノレされ， レーヂ光線により大きく表示される 。

その他，キャプテン システム ， VR  S (画像応答シス

テム〉自動車電話， テレビ会議システムなど長新のシス

テムを展示， 実演を行っている。

東海地 震 への対策

本年 5 月 1<::開催された全科協事業研究会では，参加さ

れた各館の方々から防災対策についての現状やいろいろ

な怠見をお聞きし，悩みをかかえているのは我々の館だ

けではないと感じた。今回， 編集委員会の依頼により，

我が館の東海地震に対する対策を紹介させていただく。

東海大学海洋科学博物館及び人体科学博物館は， 三保

半島の尖端にあり ， 屋外の空地は周辺にたっぷりあるた

め， 火災が生じた場合には風向き等を見て，職員が屋外

に避難誘導するととになっている。

地震の笹戒宣言が発令された場合，当館のある清水市

では各地区どとに避難場所が定めてあり ， 当館の場合は

海岸沿いに約 2 Km離れた東海大学附属小学校，高等学校

となっている 。 ζ の 2 Kmの海岸線沿いの誘導が問題であ

り， 地麗にもよろうが， 突然の地震発生に際しては， 波

波を想定すれば避難場所lζ誘導するよりはむしろ， 建物

東海大学海洋科学博物館

3. 冷静に避難を開始するとと

4. 交通機関の運行状況

5. 博物館の一時避難場所の指示

東海大地震についていろいろ取り沙汰されているが，

当館はその危険地域の中に位置し， しかも海沿いという

ととであるため， 全職員とも無関心ではいられない。警

戒宣言なしに突然発生したとすれば， 観客を安全 1<::避難

させ，被害をできるだけ小さくする ζ とが先決であると

思う。

参考までに当館の地震防災規程を次κ掲げる。

第 1 章総 則

(目的)

地 震防災 規程

(久保英也〉

の上層階への誘導の方が安全であると考えられる 。 第 1 条 乙の規程は， 大規模地震対策特別措置法第 8

乙のζ とは， 清水市， 消防署との話し合いでもむずか 条の規定に基き， 博物館消防計画 1<::次の地震防災規程を

しいところであり，結局は臨機応変に処理するしかない 定め地震l時の被害の軽減及び人命の安全を図ることを目

という乙とである 。 的とする。

当館では，大地震の響戒宣言が発令されると，入館者 (消防計画との関係)

1<::連絡する前1<::，パニック防止のためまず職員に対し 第 2 条防火及び危険物の管理に関し消防計画に定め

て， rナマズの親子が来たので， 直ちに講堂に集合」と のある場合は，乙の規定の運用について準用する。

いう放送を入れる。水族館であるので資料の搬入とダブ 第 2 章防災管理システム

らせて考えた放送内容であるが， 集まった職員に対して (災害対策組織)

は， 次の ζ とを伝達し，行動するようにする 。 第 3 条 大規模地震による災害を防止するため， 博物

1. 警戒宣言が発令された乙と 館内に災害対策本部を設ける。

2. 地震予知に関する情報の内容(震源地， 規模，震 (対策本部の役割)

度，津波等) 第 4条災害対策本部は，本部長lζ館長又は副館長が
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あたりこの計画を遂行するための次の事項を行うものと

する。

1 地震に関する情報の収集及び伝達

2. 防災機関及び博物館災害対策本部との連絡

3. 避難誘導等の指揮

4. 消火， 救助， 救援活動の指揮

5. 復旧活動の指揮

6. その他防災に関する事項

第 3 章防災対策

(施設の防災対策)

第 5 条施設の防災対策は，消防計画第 4 章により実

施する 。

(;蚕災予防措置)

第 6 条博物館消防計画lζ定める点検検査員及び火元

責任者は地震時の災害を予防するために各種施設器具の

点検検査に合せて次の事項を行う 。

1. 建物及び建物に付随する施設物(看板，窓枠，外

壁等)及び施設内の物品の転倒，落下の有無の検査

2. 厨房内の整理， 整頓及び火気使用設備器具の転

倒，落下防止及び自動消火装置燃料の自動停止装置等

についての作業状況の検査

3. 危険物施設における配管等のき裂の有無の検査

4. その他必要な事項

(訓練の実施〉

第 7 条館長又は副館長は大規模な地震による被害の

軽減をはかるため， 博物館職員に対して次の通り防災訓

練を定期的に実施する 。

1. 響戒宣言発令時の訓練

ア.清水市及び町内会等が行う地震防災訓練K積極

的 l乙参加する 。

イ.箸戒宣言及び地震情報の伝達訓練の実施。

ク.入館者等の避難誘導訓練の実施。

エ.火気使用設備器具等の使用制限又は使用停止訓

練の実施。

オ . 消防用設備器具等の使用訓練の実施。

カ.その他必要な訓練の実施。

2. 発震時(予知のない場合を含む〉の訓練

ア 地震情報の伝達訓練の実施。

イ 入館者等の避難誘導訓練の実施。

ク . 火気使用設備器具等の使用制限又は使用停止訓

練の実施。

第 4 章 防災教育及び広報(地震防災上必要な教育，広

報の実施)

第 8 条館長又は副館長は防火管理者及び関係者iζ次

のとおり教育広報を行うものとする 。

1. 大規模地震対策特別措置法の趣旨及び地震知識の

教育

2. 警戒宣言，地震情報の収集と伝達方法の教育及び

広報の研修

3. 消防設備器具等の取扱いに関する教育

4. 避難誘導方法の教育

4. 消防計画iζ定める火災予防事項の教育及び広報の

研修

第 5 章 地震防災応急対策(自衛消防組織〕

第 9 条 防火管理者は博物館職員及び入館者の安全な

避難誘導及び火気使用器具類の管理ならびに消防用設備

等の点検等を実施するため，消防計画第15条に自衛消防

組織を定める 。

第10条(警戒宣言発令時の措置) 笹戒宣言の受信責

任者(総務部部長)は直ちに行動にうつり防火管理者を

代理者と定め， 次の事項を行うものとする 。

1. 笹戒宣言の発令を覚知した者は， 直ちに防火管理

者K通報する。

2. 館長又は副館長及び防火管理者は放送設備を活用

して，入館者及び博物館職員に伝達する 。

3. 館長又は副館長及び防火管理者は ， 災害対策本部

において地震情報の把握と指揮，命令， 報告連絡体制の

縫保にあたるものとする。

第11条(避難場所) 別紙図面参J1:日(注区l省|略)

第12条館長又は副館長及び防火管理者は響戒宣言発

令l侍の周囲の状況， 地震予知情報 (1 2 - 3 日以内に発

生のおそれJ :又は「数時間以内に発生のおそれJ) 及び

予想される震源域，津波情報等諸情報を総合判断し， 次

の事項を行う。

1. 博物館内の火気使用機器の使用制限又は禁止

2. 屋内消火栓及び消火ポ ンプの起動点検

3. 災害対策本部の要員配置

4. 飲料水及ひ、防火用水の貯水

5. 道路の交通規制

6. 危険物の出入口 ， パルプ等の閉止

7. その他必要な応急措置

第13条(防災用機械) 博物館内κ消防計画設備に定

める防災機械を備えつけその管理は防火管理者及び火元

責任者があたる。

第14条(救急薬品及び食糧等〉地震に備え次の品目を

事務室K備蓄し，その管理は防火管理者が任命した事務

職員があたる 。

1. 準備医薬品

消毒薬，傷薬， 胃腸薬， 目薬，包帯，ガーゼ，三

角布，紳創膏， 止血帯，他

2. 非常用食糧

3. 飲料水
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全科協北から南から

博物館職員講習に参加して

岐阜県博物館富田保男

社会教育の方法と学習形態，ポーノレラングラシの生涯

教育，国及び地方公共団体による社会教育の 3 点につい

て日高先生の講義は絞られると思う。と乙ろで， ポーノレ

ラングラシの生涯教育には 8 つの事柄が述べられている

が，その一つは人間関係で…・・。そんなに乙まかく暗記

するような問題は出ないよグもっと問題の本質を大局的

にとらえているものか論文形式の問題が出ると思うな。

乙れらの会話が毎lぬといってよい程松戸寮でとひ‘かつて

し、fこ。

国立社会教育研修所で関かれた博物館職員講習に参加

して，試験の結果はともあれ，参加者がいかに真剣に ζ

の講習にとりくんでいたかを述べたかった訳である。

今年の 4月に高等学校より県博物館[IC転勤した私が，

遅くまで試験勉強IC没頭する乙とによって生徒の立場が

よくわかったのは得ると ζろ大といわざるを得ない。

乙の度の講習は自然科学系の職員を対象とするとうた

ってあり ， 参加者は北海道から沖縄まで25名であったが

一人も事故なく無事に第一年次の講習が終わったのは喜

ばしいことである 。

先に述べたように全国各地より参加した受講生の所属

l隙名は嫌々で年齢層もかなり幅広く， したがって話題の

内容も豊富であり，中には講義の合い聞に講師の人まね

までとび出 し抱腹絶倒の場面がしばしば， そζへまた講

師が現れるといった有様であった。 女性も 2 人参加して

いて何かと細かな心くばりをされ，我々男性にとっては

有難かった。 25名の中Kは人文系の方もかなりいて自然

系の講義にいささか手をやく 人もいたようであった。

講習は57年度 ・ 58年度の 2 カ年にわたり ， 本年はその

一年次20日閣の講習であったが，我々にとってもっと も

ショックだったのは講義そして試験という形式を本年よ

りとられたことにあった。

もちろん単位を取るととによって学芸員の資格をとる

のだから当然と言えば当然かもしれないが，やはり試験

ともなれば緊張し張りつめた空気が講義室にただよい，

窓の外より聞ζ えてくる芸大からの楽器の音やソプラノ

の声が張りつめた空気をやわらげてくれる程度であり ，

業をあとに残さず一発必中特攻隊精神で玉砕戦法をとる

のも気合いがはいってよいものだが，本当に玉砕した人

には 9 月 頃本人に ìill知が届きレポー ト の提出というとと

になるとの司王， 魔の 9 月である。

試験制度のおかけeで25名の精神的紳は一層強固となり

情報交換はいうに及ばず，寮主催のパーティ，打ち上げ

のパーティ等楽しい雰囲気で終わったことは大きな収穫

であった。 ζの成果の陰には国立社会教育研修所の職員

の方々の多大な御援助と励ましがあったのと熱心な講師

の方々の充実した内容の講義によるものであるととは言

うまでもない。

さらに新宿にある国立科学博物館分館における研修に

おいて， けた違いの資料の豊富さに驚き整然と分類 ・ 保

管されているのに感心した。また， 岩石のカットにして

も粘土で固定しカットするのが普通であるが手で国定し

たままうすく切るなど職員の方の技術の確かさを見て大

いに感じいったり ， コシビューターによる資料の分類 ・

整理，ずらり棚にな らんだひとの頭骨からある時期が く

ると急激に頭骨の型に変化があるなど実物を見ながらの

説明等参考になった点が多々あった。

さて，博物館勤務の浅い私が学芸員の資格をとるため

に参加したのであるが‘学芸員とは何かグという疑問が

ある。社会教育審議会の答申の中で学芸員について幅広

い重要な役割を明示している一方，専門的技術を発揮で

きるよう処遇改善の措胃を講じなければならない乙とを

併記している 。

そのためには学芸員の資格をとるための方法を厳しく

して学芸員の資質の向上を図るのは当然ではあるが，そ

れと同時に学芸員の処遇改善をおろそかにしてはいけな

いととであり ， 続々つくられる各種の博物館の頭脳であ

る人の手当てをほったらかして社会教育とか文化の向上

などという言葉はピンと ζない。 社会教育審議会の答申

とか勧告とかは，単なる文化行政のポーズだけにすぎな

いのだろうか。公共の教育機関としての博物館の‘も

の'の充実はもとより ， 学芸員の専門性と処遇改善につ

いて、学芸員とは何か'を見直す必要があろう 。

'~~"~c."...." 'toJ".. ..."..........a...."..."，ド争奪....~...;o.......:-..~，......"'...'t"..'t.毛.... " ......................".........・.'・6

会員館園の消息

人事異動

とても居眠りなどと言った雰囲気ではなかった。ノート O東京都児童会館

にびっしり書くだけでは心細く，テープに録音し遅くま 新館長柏木和子 前館長 繁井武バ

で勉強するという優等生が続々誕生した。 o逓信博物館

考えようによってはレポー トという，わずらわしい作 新館長田中貢 前館長松尾和
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会員館園の紹介

和歌山県立自然博物館

和歌山 県海南市船尾 370

07348-3-1777 (代) (~642) 

紀伊半島西南部に位置する和歌山県は， 奥深い山嶺と

険しいリアス式海岸のため現在の日本では自然環境が比

較的多く残されており，山林や水産資源を利用しての一

次産業従事者も多い。また自然に関する資料の適当な保

管 ・ 研究施設が無かったため， 貴重な資料が散逸したり

県外IC流失する乙とも多く，関係者から自然系博物館の

建設が要望されていた。このような背景をもとに，恵ま

4・・-

れた自然環境を記録し広く紹介する乙とを目的'C建設さ →和歌山県沿岸の生物→沿岸生物の生態→深海及び寒流

れた当館は，建設と並行して植物と貝類の膨大なコレク 生物との対比→人間の利用 (水産生物〉 といった展示鱗

ションの寄贈を受け入れ，また 7 月 27 日の開館以来夏休 想を柱とし，その他に様々な海産無脊推動物を分類学的

み期間中K約10万人の入館者を迎え入れている。 観点から ， 淡水生物を生態的観点から解説を加えて飼育

設立まで 展示している。触察コーナーでは紀州沿岸の魚の博物

昭和54年国際児童年記念事業のひとつとして建設準備 誌，身近な貝殻， 海のトピックスの各テーマのもとに魚

室及び協議会が設置され， 建物と展示についての基本構 類等の形態を触察する一方で，解説テープにより各々の

想が進められた。昭和55年春に水槽展示を中心とした生 水族や人間とのかかわりなどが説明されている。

物系博物館として着工， 同年秋から専門委員を中心に資 第 2 展示室は動植物コーナーと貝類コーナーとで構成

料収集が始められた。昭和56年夏からは展示資料の製作 される。動植物コーナーでは県下に今も残る照葉樹林と

及び据えつけに着工し，昭和57年春から展示水族の収容 そ乙に住む動物，川や池の構成と生物とのかかわり ， 土

が行なわれ. 7 月初日の竣工式を経て翌27日より関館の 壌の生成と生物， 植物の遜移， 生息地別に見た県下の主

連びとなった。 な昆虫等を紹介している。照葉樹林の展示は那智の原生

施設と展示内容 林をモデルにした間口 6 m . 奥行 3mのジオラマ構成で

地上2 階地下 1 階の建物のうち. 1 階には約 800m の 臨場感を出すためと後日の館内学習などの利用を考慮し

第 1 展示室と約 200m の第 2 展示室のほか. 100m:のレ てオープンケースでの展示とした。他κも川や土壌の模

クチヤールーム，事務室があり 2 階には学芸員室， 収 型をオープンケースに展示しているが，今のところ大き

蔵庫， 研究室，水族の飼育管理室，館長室などが配置さ な損傷はないぴ

れており，地下は機械室となっている 。 貝類コーナーは， 貝の世界，世界の貝，日本の貝，和

第 1 展示室は， 生きた水族を展示する 58個の水槽と魚 歌山の貝，海からの宝石の 5 つのテーマのもとに，進化

類νプリカを中心と した触察コーナーで構成される。水 ・ 分類 ・ 分布 ・ 生態の各面から解説を加えている。乙の

槽展示では長辺17 m. 短辺13の三角形をした水深 5 m. コーナーでは展示資料は全て実物であるため，ケースは

水量 45心 t の大水槽「黒潮の海」から始まる黒潮の生物 ステンレスとガラスをシ 3 コシで=繋ぎ合わせた気密性の

l 階 2 階
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高い構造にして標本の汚損を防ぐよう努

力している 。

事業計 画

(日 学習相談室ーー毎日曜日 に 1 階レクチ

ヤールームを利用 して展示物及び手持

ち資料について， 相談と図書の自由閲

i立を行なっている。

(2) 出版 展示解説蓄を作成中であり普

及笹，館報等については計画中である。

(3) 野外観察会及び館内実習・ ・ 今年度

は準備と調査に当て， 来年度から実施

する予定である。
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